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2026年3月 訪日中国者数

JNTO & BJ予測

2026年3月訪日中国人数： 291,600人

・2024年に比べ -35.5%
・2025年に比べ -55.9%
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https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly

2026年 第16週（4/13~4/19）国際線状況
・日中発着便数が579便/週、低迷状態が継続している

・2026年 春・夏ダイヤー計画に大幅の増便計画なし

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly
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直近 中国 - 日本出航便の状況まとめ ‒ 2026/4/23時点

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly

・2026/4/23までも日中発着便数は低迷の状態が継続している

・桜シーズンの増便が見れず、チケット代金は高騰

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly
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直近 中国 - 日本出航便の状況まとめ ‒ 桜シーズン比較

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly

・2025年・2026年の桜シーズン（3月15日〜4月15日）の日本空港発着便数比較

羽田空港：ほぼ変わらず、 成田空港：40%減、 関西空港：68.1%減、

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly
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直近 中国 - 日本出航便の状況まとめ ‒ 2026/4/23時点

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly

・桜シーズン中、中国から日本行きのチケット代が高騰

例：4/6、上海→成田 エコノミ 片道10,073元(約23.5万円)

4/9、上海→成田 エコノミ 片道8,053元(約18.8万円)

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly
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中国系航空会社の乗継需要拡大で日本路線の意味も変化

https://mp.weixin.qq.com/s/hRTnTEr76onJcNLIgrs8AQ

・中東情勢や飛行ルートの優位性を背景に、中国系航空会社が乗継需要を取り込みつつある

・上海発東京・大阪線では、乗継需要を見込んだ大型機材の投入が増えている

・中国経由の移動客は、乗継中の消費につながる可能性もある

・訪日需要を見る際は、単純往復だけでなく乗継需要も視野に入れる必要がある
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訪日観光、屋外アクティビティの活発化
・4月に訪日傾向はハイキングや街歩きなどの屋外アクティビティに加え、体験型コンテンツへの関心も継続して見られます。

SNS

和歌山
熊野古道

和歌山
ニット作り

東京
中目黒CityWalk

東京観光
ポケパーク カントー
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スシロー、中国本土で転売対策を強化

https://mp.weixin.qq.com/s/bdMGZPIRsN-lwvO5Qhrd7A

・一部店舗で、予約時に携帯番号下4桁の入力と来店時の本人確認が始まった

・背景には、待ち番号の転売や代行取得の増加がある

・スクリーンショット共有の無効化や不正予約の取消など、運用面の対策も進めている

・人気飲食店では、予約導線や行列管理そのものが顧客体験に直結している
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中国コーヒー市場で高価格帯ブランド再編の動き

https://mp.weixin.qq.com/s/Yam-8rZHlesYwjRaUM49XQ

・ラッキン（瑞幸）咖啡の大株主である大鉦（だいせい）資本が、ブルーボトルの実店舗資産を取得すると報道

・報道によると、店舗運営は大鉦資本、消費財事業はネスレが保有を続ける構図とされている

・中国コーヒー市場では低価格帯の競争が激化しており、高価格帯ブランドへの関心が高まっている

・今後は価格訴求型と体験価値型の二極化がさらに進む可能性がある




